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２月１１日　解答用紙

受験番号 氏　　　　名 評　点
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−
4

5
−3𝑥 + 12 (𝑥 + 5𝑦 − 3)(x − 5y − 3)

𝑥 = −2 𝑥 = 1, 𝑦 = 3− 6 𝑥 = −3, 6

300 + 100𝑥 ≥ 4000 𝑛 = 11
2

3

3 + 21 𝑐𝑚
7

8
約 270個

∠𝑥 = 56° 35 𝑐𝑚3 6 𝑐𝑚

𝑦 = 12

7 ≦ 𝑥 ≦ 10

𝑎 =
1

3

𝑦 = −
1

3
𝑥 + 2

𝑀𝐺 = 7(𝑐𝑚)

△ 𝑀𝐶𝐺
2 より，点Pが辺CD上にあるとき 7 ≦ 𝑥 ≦ 10・・・① であり，

点Qは辺BC上にある

このとき，

𝐶𝐷 = 2𝑥 − 14 , 𝐶𝑄 = 14 − 𝑥と表すことができ，

△𝑄𝐶𝑃 =
1

2
14 − 𝑥 2𝑥 − 14

である

よって，
1

2
14 − 𝑥 2𝑥 − 14 = 10

𝑥2−21𝑥 + 108 = 0
𝑥 − 9 𝑥 − 12 = 0

𝑥 = 9, 12

△ＣＡＰの面積は，底辺をＣＰとみたとき高さは３となるから

△ 𝐶𝐴𝑃 =
1

2
× 𝐶𝑃 × 3

=
3

2
𝑐𝑝

と表すことができる

よって，△ 𝐶𝐴𝑃 = 4 となるのは
3

2
𝐶𝑃 = 4

𝐶𝑃 =
8

3

となるときである

𝐶𝑃 =
8

3
となる点Ｐは𝑦軸上にある点Ｃの上側と下側

それぞれにとることができるから

・点Ｃの上側にとるとき

2 +
8

3
=

14

3
より 点Ｐ 0,

14

3

・点Ｃの下側にとるとき

△MCGの面積は底辺をMGとみたとき

△𝑀𝐶𝐺 =
1

2
×𝑀𝐺 × 𝐶𝐻

と表せ，(1)より𝑀𝐺 = 7であるから

△𝑀𝐶𝐺 =
7

2
𝐶𝐻

である

(2)より △𝑀𝐶𝐺 = 3 10 であるから

3 10 =
7

2
𝐶𝐻

よって 𝐶𝐻 =
6 10

7
𝑐𝑚

また，直線MGを軸として△𝑀𝐶𝐺を回転させてできる

立体の体積は半径が
6 10

7
𝑐𝑚,高さ 7𝑐𝑚の円錐の

体積と等しい

したがって

6 10

7
×
6 10

7
× 𝜋 × 7 ×

1

3
=
120

7
𝜋 𝑐𝑚3
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